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サッカーにおける「支配率」と「勝利」との関係性について
－ボール奪取位置に着目して－
On the relationship between "Ball Possession" and "Win the 
Match" in football
-Focusing on the place to take the ball-
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節 開催日 会場 ホームチームボール保持率 結果
アウェイチーム
ボール保持率
3 ３月11日（土） NACK5スタジアム 62.4 大宮 1 － 2 磐田 37.6
5 ４月１日（土） 静岡エコパスタジアム 42.7 磐田 3 － 1 清水 57.3
7 ４月16日（日） ヤマハスタジアム 49.7 磐田 2 － 1 鳥栖 50.3
8 ４月22日（土） 茨城県立カシマサッカースタジアム 64.9 鹿島 0 － 3 磐田 35.1
14 ６月４日（日） ヤマハスタジアム 40.0 磐田 3 － 0 G大阪 60.0
15 ６月18日（日） 埼玉スタジアム2002 62.3 浦和 2 － 4 磐田 37.7
16 ６月25日（日） ヤマハスタジアム 49.2 磐田 2 － 0 FC東京 50.8
17 ７月１日（土） デンカビッグスワンスタジアム 55.0 新潟 0 － 2 磐田 45.0
後藤（2018）より引用
表１　ジュビロ磐田勝利試合とボール保持率について






















































平均 SD 平均 SD t値
ボール支配率 42.13 5.48 57.88 5.48 -4.07 **
パス 343.13 72.35 553.75 121.07 -3.96 **
シュート 10.75 3.06 9.13 5.49 0.78
クロス 10.88 3.31 20.38 5.68 -3.48 *
コーナーキック 3.13 1.81 5.50 2.83 -1.78
直接フリーキック 12.63 2.92 11.38 1.69 1.23
スローイン 19.63 6.61 26.13 7.16 -3.14 *
ドリブル 7.00 2.27 16.13 6.13 -3.57 **
30mライン進入回数 31.88 5.87 50.63 15.12 -2.79 *
ペナルティエリア進入回数 9.63 3.02 15.75 6.11 -3.00 *
攻撃回数 118.50 5.13 124.50 11.14 -2.22
総走行距離 114207.88 6331.92 110873.13 4599.59 2.73 *
スプリント 159.50 18.76 167.13 6.33 -1.23
クリア 27.50 5.10 17.00 5.10 3.26 *
インターセプト 2.38 2.13 2.13 1.73 0.23
タックル 21.13 5.46 18.00 3.34 2.28
*:p < 0.05, **:p < 0.01
表３　スタッツ別平均値とSDおよびt検定の結果














































































L1 L2 R2 R1
図３　ピッチ24分割の記録用紙






































平均 SD 平均 SD t値
A1-L1 2.25 2.05 1.06 0.93 2.70 *
A1-L2 0.31 0.60 0.38 0.72 -0.24
A1-R2 0.44 0.81 0.19 0.40 1.07
A1-R1 1.25 1.48 3.88 2.90 -3.18 **
A2-L1 2.00 2.19 1.88 1.63 0.16
A2-L2 1.06 1.29 1.31 1.01 -0.51
A2-R2 1.06 1.34 1.63 1.78 -1.45
A2-R1 1.44 1.63 3.38 1.93 -2.73 *
M1-L1 4.25 2.91 3.00 2.19 1.17
M1-L2 1.94 1.81 2.38 1.54 -0.73
M1-R2 2.38 1.86 3.06 1.95 -0.88
M1-R1 2.88 1.54 4.19 3.15 -1.48
M2-L1 6.00 3.46 4.44 3.12 1.74
M2-L2 4.19 2.79 5.25 2.79 -1.06
M2-R2 3.63 2.73 5.13 3.48 -1.71
M2-R1 4.25 2.08 6.31 2.41 -3.31 **
D1-L1 5.81 3.35 3.44 2.00 2.15 *
D1-L2 6.56 3.33 4.56 3.12 1.69 **
D1-R2 5.00 2.25 4.44 2.87 0.54 *
D1-R1 3.13 2.45 5.19 3.02 -1.87
D2-L1 3.50 2.28 1.81 1.60 2.23
D2-L2 10.50 4.76 6.19 2.23 3.12
D2-R2 9.94 3.42 7.13 2.47 2.41
D2-R1 2.00 1.90 2.88 2.66 -1.10
*：p < 0.05, **：p < 0.01
表４　エリア別ボール奪取数の平均値とSDおよびt検定の結果









































１）後藤泰則.（2018）サッカーにおける「ボール保持率」と「勝利」との関係性について. 新潟経営大学紀要, 24, 67-75.
２）樋口智洋.（2010）身体的特徴による有効攻撃の差異の検討及び要約統計量を表す尺度「プレー重心」の作成－UEFA 
Champions League 2008-09 を用いて－. 早稲田大学大学院スポーツ科学研究科　卒業論文
３）草野修治.（2012）. サッカーにおけるシュート地点とゴールイン地点の傾向に関する分析: 2010年度Ｊリーグディビジョ
ン１得点ランキングトップ10のＪリーガーにおいて. 仙台大学紀要, 44（1）, 31-41.
４）公益財団法人 日本サッカー協会 テクニカルハウス（2018）テクニカルニュース　VOL.87 2018FIFAワールドカップロ
シア JFAテクニカルスタディ（速報①），2-5
５）滝川有伸．（2018）データで振り返ると新たな発見が－2018 FIFAワールドカップ ロシア大会－
　　http://www.hakuhodody-media.co.jp/column_topics/feature/hakuhodo-dy-media-partners-group/20180808_22836.html
（参照日2018年11月11日）

